
令和４年７月９日 

 

四国中央市長 篠原 実 様 

 

四国中央市指定管理者選定評価委員会 

委員長 倉澤 生雄 

 

指定管理者候補者選考に関する答申書 

 

令和４年３月７日 四総政第 106 号にて貴職から諮問のあった「四国中央市太陽の家」の

指定管理者候補者の選考について、当委員会で審議した結果を下記のとおり答申する。 

 

 

記 

 

１ 指定管理者候補者 

社会福祉法人 今人倶楽部 理事長 青木 悠 

 

２ 選考理由 

当該施設の指定管理者候補者の選考については、公募による選考であり、申請者が一者の

みであったが、四国中央市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例（平成 16

年条例第 49 号。以下、「条例」という。）第４条各号に定める審査基準に基づく点数評価方

式により総合的に判断し、選考することとした。 

申請のあった社会福祉法人今人倶楽部は、現在社会福祉法人設立認可申請中であるが、こ

れまでに「共に楽しむ」、「当事者の視点」ということに重点を置き、市の障がい福祉施策の

一端を担ってきた NPO 法人今人倶楽部とプログレス㈱が共同で設立を予定している法人で

ある。 

当法人は、太陽の家が抱える課題について関係機関との連携を密にして解消に取り組み、

地域の中の社会資源の一つとして開かれた法人運営を行い、人と人、地域のつながりを大切

に太陽の家が目指す地域移行推進型の施設更新計画を実行し、当地域の地域生活支援拠点

を整備していくとのことであった。 

これらの提案は、条例第４条に規定する要件に合致するとともに、総合的に判断し、社会

福祉法人今人倶楽部を指定管理者の候補者として選考した。 

なお、採点結果は、委員全員の平均点が 100 点満点中 74.3 点であり、市が定めた６割の

基準点を満たしている。 

 



３ 審議経過 

（１）第１回委員会：令和４年４月７日（木）市民交流棟２階会議室 

市から対象施設の概要と提案の説明・質疑応答 

（２）第２回委員会：令和４年７月９日（土）子ども若者発達支援センター３階研修室 

申請者から事業計画などの説明・質疑応答及び審議 

 

以上 

 



選定基準 審査項目 審査内容 配点
評点

（平均点）

施設の設置目的を理解し、基本方針、事業目標に反映さ
れているか 4

市が示した管理の基準と提案内容が合致しており、サー
ビスの向上が図られる内容の提案になってるか 4

利用者の基本的人権の尊重
利用者の基本的人権が最大限尊重されるような提案に
なっているか 5 4

地域移行の必要性を理解した利用者へのサービス、家
族に配慮した提案がされているか 4

市や関係機関との連携体制の構築を図る提案となってい
るか 4

施設・設備の維持管理内容は適切かまた、効率的に行
われるか 3

安全管理・安全対策は適切か 4

管理費用の総額が縮減されているか
（市が示した上限価格をどの程度下回っているか） 1

利用者サービスを低下させずに経費縮減策が図られて
いるか 3

収支計画の内容及び合理性 施設の収支計画と事業計画の整合がとれているか 5 3

必要かつ安定的な人材の確保に見通しが立っているか 4

職員の採用及び確保の方策は適切でであるか
（市内からの雇用について計画されているか）
従業員の指導育成及び研修体制は十分か

4

市が示した施設更新の方針を理解した提案がなされてい
るか 4

現施設の課題を把握し、課題解消に向けた提案がなされ
ているか 4

将来的な構想が描かれており、本市の障がい福祉の発
展に寄与できる内容となっているか 5

法令等の遵守
個人情報保護、情報公開その他関係法令遵守のための
計画及び体制は適切か 5 4

継続雇用の考慮
現在の太陽の家職員のうち、引き続き太陽の家での勤務
を希望する者の継続雇用等について考慮できるものであ
るか

5 4

高齢化、障がいの重度化が進
行している利用者への対応

高齢化や障がいの重度化が進行している利用者への対
応について具体的な提案がなされているか

5 4

その他の提案・企画
独自事業は、施設の設置目的に沿い、管理業務との相
乗効果が期待できるか

5 4

市や関係団体、地域住民との
連携と効果的な管理運営

市や関係団体、地域住民等との連携や協働による事業
展開などの具体的な提案がなされているか

5 4

100 74.3

※評点の合計値は、委員全員の評点の平均点のため、標記評点の合計とは異なります。

[参考資料]　評価シートによる採点結果

既存施設の適切な維持管理及び
その管理に係る経費の縮減が図
られるものであること

安定的に施設の管理運営を行う
物的能力及び人的能力を有する
ものであること

利用者の基本的人権が最大限尊
重された上で、サービスの向上が
図られるものであること

施設の設置目的及び市が示し
た管理の基準

地域移行を踏まえた支援や家
族への配慮、関係機関との連
携

その他

15

四国中央市太陽の家

（申請者）　社会福祉法人　今人倶楽部

合計

10

安定的な運営が可能となる人
的能力 10

施設の維持管理の内容及び
手法

施設の管理経費の縮減

10

10

市が示す施設更新の方針に基づ
き、効率的かつ効果的な施設更
新に向けて連携を図ることができ
るものであること

施設更新の方針理解と将来構
想

10


